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論文審査の要旨 (2000字程度)

本論文は,「経営工学手法の活用とその推進に関する研究」と題し,数多く存在する経営工学手法の認知,利用
度を評価し,利用に際しての仕組みや手順,効用に関する情報発信方法について考察するとともに,個別組織 ,
現場が抱える課題に適した手法の選択方法を提案するなど,経営工学手法の効果的な活用推進を企図したもので ,

以下の 6章から構成されている。
第 1章 「序論」では,過去の産業界における経営工学手法の発展経緯を振り返り,時代の要求に応じて様々な
手法が生産の効率化に貢献してきたその立場と有効性を確認した上で,多 くの経営工学手法が提案されている現
状にあつて,活用推進を図るためには企業の現場における実践,利用の度合いを評価することに加え,各手法の

仕組みや手1贋,効用などの関連情報をより多く適切に関係者へ提供することの重要性を指摘するとともに,組織
ごとの課題に適した手法の選択方法を提案することで,経営工学手法のさらなる効果的活用を促進するための指
針を得るといつた本論文の目的について説明している。

第 2章 「関連研究領域と先行研究」では,本論文での研究領域における主な先行研究を概観するとともに,経
営工学手法の効果的活用を促進するといつた立場から,手法の 「認知,利用,活用」の 3つの段階に分けて,各
段階における評価ならびに促進に際する方策について検討する本論文の構造を改めて明示している。

第 3章 「経営工学手法の認知度斥」用度評価」では,経営工学手法の活用を推進するにあたり,まずは多様な経
営工学手法の認知,利用に関する状況を簡易的に評価するための Web検索の検出ページ数を活用した枠組み,指
標の提示を行つている。経営工学手法の認知,利用に関するアンケー ト調査結果と本性で提案する指標とが統計
的にも有意な関連性を示したことにより,多大な労力を必要とする手法利用実地調査やアンケー ト調査に対して
より簡易な方法論としての Web検索による評価が可能であることを示唆する結果が得られた。
第 4章 「経営工学手法情報の効果的発信方法」では,実際に課題や問題を抱えている関係者に対してそれらを
解決するために有効な手法に関する質の高い情報をより多く届けるための方策について検討している。企業の生

産性向上を企図した経営工学手法に関する情報を扱 うポータルサイ トを対象に,ポータルサイ トがより多くのユ
ーザーによつて利用される方策を調査,検討した上で,ア クセス数といった観点からその有効性を検証している。
アクセス数を増大させる要因としてのポータルサイ ト上のコンテンツ数や情報発信としての Facebook,メ ールマ

ガジンといつた方策について,いずれも量的な拡充が認知,利用を促進する可能性が示唆される一方で,その質
の重要性,すなわち,課題解決に向けた手法の選択を支援する体系的な情報となっていなければ,最終的な活用
の促進には依然として結びつきにくいことが示唆されるなど,組織ごとの課題に適した手法を容易に選択可能と
する枠組みを体系的に整理することをはじめとし,効果的な情報発信に関する知見を得ている。
第 5章 「経営工学手法整理法の提案とその応用」では,4章での課題を受け,組織ごとの課題,各種の経営工
学手法の効用から逆引きして手法を整理した「ものづくり工学マ トリクス」を提案している。これにより多数の

経営工学手法が課題ごとに整理,体系化され,現在直面している課題の解決に寄与する手法の選択が容易となる
ことが考えられ,マ トリクスを用いて現在直面している課題に対して有効な手法を抽出する手順を併せて提案す
るとともに,企業事例を用いてその有効性を検証している。
第 6章 「結論と課題」では,本論文によつて得られた結果および知見,示唆を総括するとともに研究の限界や
将来の研究課題について述べている。

以上,これを要するに,本論文は,数多く存在する経営工学手法の認知度,利用度に関する簡易評価法を提示
し,それら経営工学手法を集合知として共有するための情報発信のあり方,ひいては個別組織の問題解決に寄与
する手法選択方法の枠組みを提案したもので,経営工学手法の活用促進といった観点からも,工学上貢献すると
ころが大きい。よって本論文は,博士 (工学)の学位論文として十分価値あるものと認める。


